
「宇都宮の産んだ偉人 蒲生君平の業績」に関する本 

 

 

『宇都宮市史 ６ 近世通史編』     （宇都宮市史編さん委員会／編 1982）【K210/ウ】 

  宇都宮市の歴史を調べるための基本資料。第６章第３節に宇都宮藩の山陵修補，第７章第１節に蒲

生君平について記述がある。 

 

『蒲生君平 熱血の古代探求者』     （雨宮義人／著 下野新聞社 1983）【K289/ｶﾞﾓｳ.ｸ】 

  蒲生君平の伝記。生い立ちから東北・西国の遊歴，『山陵誌』『不恤緯』『職官志』の編集などについ

て記述。 

 

『偉人蒲生君平の生涯』          （岩崎良能／著 蒲生神社 1985）【K289/ｶﾞﾓｳ】 

蒲生君平の伝記。君平の生涯の活動ほか，後世に行われた君平を顕彰する事業についても紹介して

いる。 

 

『蒲生君平』          （没後二百年祭記念実行委員会／編 2013）【K289/ｶﾞﾓｳ】 

 蒲生君平没後２００年を記念して刊行された、君平の業績を紹介する一冊。 

 

『絵ものがたり 蒲生君平』  （阿部邦男／監修・文 井上総合印刷 2013）【K289/ｶﾞﾓｳ】 

子ども向けに易しく書かれた蒲生君平の伝記。  

 

『寛政三奇人伝 林子平 高山彦九郎 蒲生君平』 

（安藤英男／著 大和書房 1976）【K289/ｶﾞﾓｳ】 

寛政期には異端とみられた国防・尊王の思想について論じた３人の伝記を収録。  

 

『蒲生君平 山陵志』         （安藤英男／著 りくえつ 1979）【K289/ｶﾞﾓｳ.ｸ】 

蒲生君平の伝記とともに、『山陵志』の解説，訓読文・口語訳を掲載。 

 

『蒲生君平の『山陵志』撰述の意義』 

                （阿部邦男／著 皇学館大学出版部 2013）【K289/ｶﾞﾓｳ】 

蒲生君平の研究に長年取り組んできた著者の博士論文。君平の『山陵志』をはじめとして，江戸時

代に行われた山陵研究や山陵修補事業の全体像を明らかにした研究書。 

 

『蒲生君平の西遊に対する高野子隠の協力』     (阿部邦男／著 1990)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『山陵志に対する覚峰上人の影響』         (阿部邦男／著 1995)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『蒲生君平の本居宣長訪問の時期とその意義』    (阿部邦男／著 1996)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『幕罪略についての一考察 蒲生君平著「山陵志」とのかかわりを通して』 

(阿部邦男／著 1996)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

 



『蒲生君平の志と『山陵志』撰述の目的 水戸とのかかわりを通して』 

(阿部邦男／著 水戸史学会 1997)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『蒲生君平の山陵観と『山陵志』の撰述状況』 (阿部邦男／著 藝林會 1998)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『寛政の三奇人の称呼と相互の交流の実態』     (阿部邦男／著 1998)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『山陵志にみる蒲生君平の考古学的見識』      (阿部邦男／著 2000)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

『山陵志に対する同志の協力実態 小沢蘆庵・泰深・畠中頼母・若槻幾斎の場合』 

      (阿部邦男／著 2007)【K289/ｶﾞﾓｳ】 

蒲生君平の研究に取り組んできた著者の論文。雑誌掲載の抜き刷り。 

 

『史料天皇陵 山陵志・前王廟陵記・山陵図絵』       

（遠藤鎮雄／訳編 新人物往来社 1974）【K210.1/テ】 

『山陵志』の書き下しを掲載，「蒲生君平と山陵志」について解説。『山陵志』の理解を深めるため，

『前王廟陵記』『聖蹟図志』『山陵図絵』等を収録。 

 

『山陵修補事業にみる維新と伝統 蒲生君平の谷森善臣に対する影響を含めて』     

(阿部邦男／著 明治聖徳記念学会 2008)【K210.5/ア】 

江戸時代における山陵修補事業を分析するとともに，山陵修補事業と明治維新の関係について述べ

ている。雑誌掲載の抜き刷り。 

 

『前方後円墳の名付け親蒲生君平と宇都宮藩の山陵修補』 

（しもつけ風土記の丘資料館／編 栃木県教育委員会 2005）【K202/ト】 

  栃木県立しもつけ風土記の丘資料館で行われた標題の企画展図録。多数の史料を写真で紹介・解説。 

 

『水戸の光圀』            (瀬谷義彦／著 茨城新聞社 2000)【289.1/ﾄｸｶﾞ】 

『徳川光圀』             (鈴木暎一／著 吉川弘文館 2006) 【289.1/ﾄｸｶﾞ】 

『徳川光圀 「黄門さま」で名高い水戸藩主』     

（鈴木暎一／著 山川出版社 2010）【289.1/ﾄｸｶﾞ】 

『水戸光圀』               （童門冬二／著 致知出版社 2013）【289.1/ﾄｸｶﾞ】 

第２代水戸藩主徳川光圀。『山陵志』に影響を与えた光圀の修史事業『大日本史』の編纂や，古墳

の発掘調査，文化財の保護などについて述べている。 

 

 

館内閲覧のみの資料も含まれています。 

この他にも資料がありますので，図書館職員に 

お気軽にご相談ください。 
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